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【転出前地域】 埼玉県熊谷市

【活動開始時期】 令和７年４月

【活動テーマ】 移住定住の促進・空き家の利活用

協力隊プロフィール

　空き家の適切な管理や相続、活用に関する基礎知識について、専門家を招いてセミナーを開催します。

　空き家をお持ちの方はもちろん、将来ご実家や住宅の相続を考えている方にとっても、空き家について考える 

きっかけとなる内容です。ぜひご参加ください。

地域おこし協力隊とは？
都市部から地方に移住し、

任期（１～３年）の期間に 

地域活性に取り組みながら、

その地域への定住・定着を

図る国の制度です。

空き家対策・発生予防セミナー参加者募集

町の魅力を
Ｉｎｓｔａｇｒａｍで発信中！
二次元バーコードから
フォローお願いします♪

地域おこし協力隊
Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

　野木町に移住して１年半が経ちました。３年間という地域おこし協力隊としての活動期間も折り返しを迎えていま

す。移住定住・空き家相談を軸に活動してきました。

　４月には、駅の掲示板を活用したメッセージボードを試験的に設置しました。地域の方と関わる中で、町への強い

愛着を持つ方が多くいらっしゃる一方で、「野木町には何もない」と謙遜される声も耳にしました。しかし、皆さんの

お話からは、町への想いや日々の暮らしの中にある魅力が数多く感じられました。そこで、地域の方々の町への想い

や魅力を可視化し、共有するきっかけとして「のぎの木」を設置しました。多くの方にご参加いただき、親子でメッセージ

を書く姿も見られるなど、世代を超えて楽しんでいただくことができました。さまざまな世代の方が町への想いを

共有する様子を通して、改めて地域のつながりの大切さを感じる機会となりました。

　今後は空き家の利活用を進めていきたいと考えており、現在、野木町内の空き家情報を探しています。所有者の方や、

ご近所で空き家をご存じの方がいらっしゃいましたら、お話をお聞かせいただけると幸いです。

　また、空き家の管理や相続、活用について学べるセミナーの開催もしますので、ぜひご参加ください。

日９月２６日（土）１０時～　所ひまわり館 多目的室１

対どなたでも　儡無料　定先着３０名程度　※事前申込制

申９月１日（火）～１８日（金）電話または直接問合せ先

　

 

　開校を指導する栃木県では経費確保に「学校設立寄附

金制度」という方法を考案します。これは、形式的に地

域の各戸に資力に応じ寄付金額を設定します。しかし、

実際には寄附金を納めず、寄附者が定められた寄附額を

借入れたと仮定し年間１割の利子に当たる額を納入して

もらい、これを校費に充てるという方法です。

　寄附金の実例として若林区の舘野家文書には、当時

の若林村では地区分配原資金（地区寄附金合計額）１００両

を二十一戸の篤志家に振り分け 1 年間で１０両を集めた 

記録が残っています。

　こうして集まった寄附金で訓蒙館は開校に至ります。

　時は流れ現在、佐川野小学校は小規模特認校の特性を

活かし、生徒一人一人が主役になり、地域の方々と触れ

合い豊かな経験が出来る教育を進めています。

　訓蒙館祭はそんな魅力ある学校を直に感じる機会です。

　昨年、佐川野小学校創立１５０年を記念して行われた 

「訓蒙館祭」は今年も６月に開催され地域の皆さんもたく

さん来場し賑わいました。

　訓蒙館は、佐川野小学校の開校当時の校名で、「初心

者に教えさとす」という意味の『訓蒙』には、先人の教育

への熱い思いが伝わってきます。

　町史を紐解くと１５０年前の開校への地域の深い関りが

見えてきます。

　明治５年８月の「学制」公布により野木町域でも小学校

の開校を目指しますが、開校許可には地域で学校運営経

費の確保を求められたため、住民の負担をどうするかが

最大の問題となりました。
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